








































































































種類 展開 反対 累加 同格 補足 対比 転換
頻度
128* 13 33* 62* 4 ， 13 
(388) (38) (138) (14) (7) (0) (13) 










種類 展開 反対 累加 同 格 補 足 対比 転換 計
頻度
130* 16 55 匹 8 6 14 340 (428) (61) (104) 12) (6) (1) (25) (637) 











































































































































































































































































理 科 系 文 科 系
カゞ 類 72/ 94 74% 110/127 77% 
け ど 類 92/116 79 78/128 61 
けども類 18/ 48 38* 59/ 97 61* 
けれども類 7/ 10 70 99/128 77 
けれど類 1/ 2 50 12/ 16 75 















Rl-4 R2-0 R3-20 R4-9 計33例














Rl -10 R2-11 R3-14 R4-11 計46例




けれども、しかし (B2) から、それで(B3) ので、すなわち (R3)






































































































・一般的に ・大まかに ・通常は •原則的には など
表 6 講義の重要度の強弱を示す語句•発話の種類と頻度
重 要 繰り返し
種類 方針 他 計
ポイント 繰返 N重要 計 月トPLJ 後 計
理科系 36 4 3 43 26 14 40 1 4 98* 
文科系 16 
゜












































































注 1)接続詞およぴ接続助詞の細かな定義についての議論は本稿では触れない。主に田中 (1984) を参
考に、一般に接続詞・接続助詞と認められているものを中心に考察を行った。
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